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AX波の記録について
一二土學と鶴學の境界にある問題⊥一

生．産研究、

　　日　　門川あ解囑糸穿双総呈穀増月講

」

1膿　波　と　萱ま

糸川英夫（物工）
鵬へ聴診器をあてても何鱒えない；然しこの膿の診断器を贋へあてれば膿

のとこが悪いかが鋼る爵りでなく．最近の米國の喬究で（犯罪餐などの異爾

性格などが＄1｝ると云う．贈から毘てくるあるかないかの徴弱な電氣の波から

MN何を晒る”・．妓術家躍家の要求に感じてどんな協力をしたが

　入間の身鐙の表面に＝つの電極をあてるとこの間に電

雌…が表われる．この電位差は一般に時間的に墜化する

振動性の電位で場所によつて性質ぶ異なるがおよそ身膿

の表面で電位の攣化していない個所はないいわば人間

は全身に小さな護電機を散らせているようなものでこれ一

らの小襲電機から睦内または髄表面で畿生した電氣的な

波はその場所で顯著に現われるのもあれば，腔内または

禮i表面を傳播してから相當離れたところで捕えられるも

のもある．例えば爾手の手首に電極をあてて，これを鋭

敏な計器につなぐと「mVの桁の振i動電匪が容易にみ

られる．これを心臓電氣といい・この曲線を心電圖

《Electro－cardiograph）（E．C．G．）といつて，廣く臨床に

利用されでいる・

　このような身盤の表面で捕えられる振動性の電氣の申

で頭騒の表面から取り出されるものは中でも非常に微弱

『でだいたい1∴Vの桁であるたあに心電圖（EC・G・）など．

に比べてはるかに後から装見され，現在でもなお研究

の途上にあるといわねばならない初めて系統的にこれ

を研究し1たのは1929年Jena大學のBerger（1）親受で

そのためにBerger　Rythmという名禰さえあるが，’ ｻ
在では同教授の命名に從つでElectro－encephalograph

（E．E（｝．）という名が用いられ，目本語では麟波という．

　すぐ想嫁されることば麟波が謄の働ぎや状態に密接な

關係があるかも知れないということで・磯は人間が他の

動物に比較して抜んでているとつておきの個所ではあり

また最も外部からしらべ難い噺でもあることから，或

いは謄波の研究によつて智能や意識の問題まで解明し・

　さらには生命の神秘にまでふれられはしな野かというこ

　とである．　　’

　事實1929年のBergerの論文以來，麟波は各國の研，

究者の深甚な興味を喚び起して，その後の14年ほどの

閲，1943年頃までに麟波について護表された文献の敏は

7QOに及び（2）尋950年現在では1000を超えているもの
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不健康などの磯疾患が増してくることがますます拍寧を

かけているのであろう．　“

　今日ではテソカン，脳腫瘍，磯徽毒，麟の外傷による

疾患，精瀞病，心理病などの病氣ではすでに研究を出て

膿波記録が臨床的に實用されており，遠からずレy・トゲ

ソ装置と並んでE．E．G．記録装置が主な病院には億え付

けられることになろ5．現在この装蓬の障害になつてい

るのは磯波そのものの測定按術の困難iなことにあり，こ

のために低廉で性能がよく，取扱いの簡箪な測定髪i置が

得難いことにある．筆者等の研究もまさにこの貼の解決

にある．

　　　　　　　〆
　2謄波で何が制るか
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　麟波の研究が進歩したら入學試験や就職試験がいらな

くなつて，何でも騰波をとつてこれで眠の良否を購し

距らよい，というよ5な話しが素入同志の笑い話しばか

りでなく，醤學者の茶飲み話しにもよくでる．現在では

まだそれほどのことはなく，將來も智能の程度が判るほ

ど臓波が有力なものかどうかば疑わしいが，筆者などは＼

自分⑱子供達が結婚するときには是非双方の麟波を撮り

たいと思つている．母近米國では犯罪者に特有な謄波を

蟄見したという話であるし，性格異常者の膿波研究は久

しいものであるから，薩會馨學的の塵用は可能で，例え

ば「公約を守る義務醗念の鉄除した性絡」などは鯉で

きるかも知れない．携留用記録器が完成したら早遽持ウ

込みたいところがあるようである・

　眠波にはa波，β波，δ波の三種がある・（第1圖）

α波は振動敏が毎秒7～13サイクル（以降c・P・s・とか

く）で，きわめて周期の規則正しいリズミカルな波で正

常な人間の正常な状態で出る．握幅は撒　μVから敏十

yVの範園でほとんど完全なRandom　Distributionを

やるが（3）周期の攣i化は10％に及ぶことはないのが特徴、

で，欄人差はあるが一人の個入で一生攣るごとはない

α波を販出すには眼を閉じて無念無想の境地になること

が必要で，光りが眼に入ると直ちに潰失する．また何か

考え七も出難くなる1あまり無念無想になりずぎて眠？

　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

”　，隔t　・t

㌦　，　噛｝

1

、



ダ轡’

　tijブ

｝

声

第2巻　　第3號

a波

’5㏄

♪

』“

@L’謂，

79

β波

，6波

15eo．

　　　　　　　第1個　拶波の3種

てしまうとまた出なくなる．

　β波とい5のは普通α波に重なつて現われるが，αが

剰戟などのために浴失したあとでは軍濁で出る，20～30

C．p．S．の速波で騒の活動歌態に關係があるが，振幅が小

さいのと，周波敏が電燈線の50．ap．s・の周波敏に接近

しているため測定が困難で三種の波の申，最も研究が逞

れている．現在の所賞用贋値も乏しく，人によつては磯

波の仲間に入流ない學者さえある．

　δ波は第1圓に示すよ5な1c．P．s・から6c。P．s．くらい

の緩慢な波で徐波といわれる．大低は振幅が大きく敏百

μVに及ぶことが珍しく・ない謄の疾患に特有な波でこ

れが出るようなら入院しなければいけないことレソトゲ

シ爲眞に「かげ」があつたときと同壕である．　「テンヵ

γ」で最も顯著で，1000yVに達したという記録もある

くらいで，テンカソは腱iの電氣嵐だと思われる．

　その他謄腫瘍，精神分裂病，外傷性の病氣などすべて

之のδに關係がある．超低周波なので増幅器を設計する

立場からいうと苦手の波であるが幸いに振幅が異常に高

S、　）場合が多いので助かる．

3膳波の根源はどこか

　噌瞭謄波というのは麟のどこで，如何にして襲生する

のだろ5という疑問がおきる．その答は現在のところ判

1らないというより他ない護生する場所etつまり震源地に

’關しては後頭部の比較的狡い個所だと主張するAdriaU
山極の説（・〉とい幣名な研究がある．しかし，この蜘・

を削除してもなお騒波が出ることか

・ら臆は騰細胞の全部が襲坐に關與し

＼そいるという読もある．後頭部だけ

之いい切ることはジ反謹が多くてで

きないようであるが，最近Co㎞（『）

溝屍農でAdrian山極読の震源地に

甜金を差し込み外部から電氣振動を加

えておいて頭表面の各所でこの人工礪波の分布を測定し

たところ，生きている人間の實際の縢波の分布ときわめ

て類似した分布になるという面白い實瞼をやつている．

それから騨のインピPダンス分布が理論的に逆算できる

かも知れぬし，波動論の面白い例題になりそうである．

　とにかく護生場所の分布と，傳播の問題を同時に取扱

5必要があり，しかも媒質の常敏が場所の函敷になつて

いる波動の問題になる．電氣獲生の機構に關しては全く

不明であつて，諸説はあるが假読の範園を出ない．この

ようにOriginの問題はほとんど未解決であるが，測定

された磯波と疾患の關係を現象論的に求めどしどし實用

に供レているわけである．したがつて統計が主役になり

推計學も10）懸用されている・

　4どうして測るか

を欝獣灘鯉鍍墜暫甥堪欝
る二電極には直樫、10mm．くらいの銀の圓板が多く用い

られ，食盤水その他の電解質物質を介して皮膚に接す

る．’頭髪は必ずしも切らなくてよV；．圖では一極が耳た

ぶに附けてある．耳たぶは騰の表面申で最も電位攣化の

少いところなので零融として選ばれる．もう一つの方法

は二極共に頭につけ且接近さ母ておき，どの間のP・te－

ntial　Gradientを測る方法で，もし多数の極を同時に馬

いればPotential　min．また1まmax．の．職がつきとめら

れ，これから疾患位がはつきりする．

　被測定者は電燈線からくる50c．P．s．の誘導をさけるた

めに必ず遮蔽室に入れることが必要である．最近は金鋼　　　t

製のものが用いられる．50c．P・s．に野して充分sharpな　　　e

切臨をやる濾波器が増幅器につけてある場合には遮蔽室　　　．

を用いずに普通の状態で麟波を取出すこともできる．

　壇幅器は日本では從來專ら電池式のものが用いられて

おり，増幅牽は100，000倍，つまり100db程度である。

米國では最近エリミネ”・’　Je　・一式でA・C・100V・を電源と

する増幅器になつているようであるが，前段の眞塞管の

ヒータP電流にはやはり蓄電池を用いている．B電源と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ電力増幅部の電源がA．C．　．100Vを整流して得る直流を

‘使用してあるので，交直折衷式とい5べきであろ5．純

梓にA．C．のみを電源とする増幅器は昭和22年に筆者　　，

の研究室で電磁オシnグラフ用のものが試作され，昭憩

24年にインクライター用のものが完成された．（後述）

！、　　吻　　，♪1
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　　髭録は糊ではイソクライター型オ・鋭ガラフ（6＞（7’

　　添用いられているが，臼本ではまだ電磁オシ．Ptグラフが

　　使用されている．最近筆者ゐところでイソクラィターが

　　完成し，＊國立京京ag－一病院で使用申である．緯こ甕い

　　た曲線を目で見るかわりに訂聴昔を礪波で攣調して家ピ

、　一・…カt…から出しく謄波そのものは超低周波で耳には聴え

　　ない）耳で聴く試みが昭和23年北大今堀研究室で行わ

　　れている；同じ研究室ではまた50c・P・s・を麟波で攣調し
　　　　　　　　　　　　し　　　’
　　てこれを振動片型商用周波藪計（Hartman鳳式叉ば

　　Sielne飴式）に入れてスペクトル分布を直覗するという

　　巧みな實瞼が行われている．電磁オシログラフを使用せ

　　ずに陰檀線オシログラフを用いて磯波の記録をとると。と

　　は昭和22年筆者の研究室で行い，引きつづき電氣ぺy

　　による記録，イソクライター塑オシログラフの研究が行

　　われ・現在は紙に針で孔をあけ噺ひ寵録法を研究中

　　である．

　　　しかし當分の間はイソクライ”タ’型オシログラフが

　　專ら實用に供されることになろう．

5増　幅　器

　増幅すべき波は1サイクル乃至30サイクルでいわゆ

る50～以下の超低周波に属し，電匪は撒y．V乃至歎十

．y．Vであるから，横河製電磁オシログラフでH級の振動

子を使用するとして105帥ち100d．b・程度の増幅は是非

必要である．増幅器としては最も有難くない封手であつ

て，たいていの人はこのままストV－一トで増幅せずに高

周波叉は可聴波を搬邊波としてこれを攣調した方がよい

と考えるが實際にこの方式で作られた増幅器を聞かない

筆老も以前から計書しながらまだ手がついていない．蜜

用されているのは專ら9－R結合のストレPト増幅器で

ノ 生壼’研i尭

’yデンサーには2μFが直防に2個i’グリヅド抵抗には

5MΩが用いられて時定籔がきわめて長く，とくにδ波

等の低周波を樹象としているよ5である．プtz・一トの負

荷抵抗200kΩに並列に0・1μFのコソデンif　eが入つて

高周波部分で負荷イムピーダソスを低下させて，増幅を．

落してある．聯大本川研究室で使用されているの（3）は

結合ゴソヂソサ」が0．5μF及び0．2y．Fでグリザド抵抗

500kΩ程度でこれに比較すると，第3圖のものは，かな

り時定敷を大きくとつた設計になつている．2yF程度で

漏洩の少ない良質のコソデサeを得ることはなかなか困

難で梅雨期を通過すると概ね絶縁が低下して，前段プレ

Pトの高堅が次段㊧グリッドに漏洩し，増幅器不安定の

原因になるので，2サイクル程度の増幅率を多少犠牲に

しても，O．2～0．5pFの結合コンデンサーを使用する方が

安全であろB．米國製の斬しいE・E．G・記録装置を最近

見學する機會があつたが，＊＊かなり時定敷を小さくとつ

てある．終段の電力増幅管とオシログラプの結合に問題

があり，電磁オシログラフi振動子の内部i抵抗は敏オPム

で非常に小さく，これを眞室管に直結するとイyピPダ

ソス不整合からはなはだしく能牽が悪くなる．しかし歎

サイクルと云5超低周波を通す攣屡器の製作は相當厄介

なものになるので能輔融こしてオ・・　ptグヲフ臨繕　1

する方法が專ら用いられている．

　第3圖では電源は・　commonであるが本川研究室の・も・一

のも東大紳経科使用のもの（2）も各段別壱こ分離してあig・，，　1

i蓄電池が長時間の使用で劣性化したときの低周波獲振を

さけている．

　蓄電池は購入費が高償であるのみならず，維持に手溝

かかり，また蓮搬にも不便なので，交流電源のものが早

くから望まれていたが，不便さを我慢すれば増幅器の設

第3圖電池式電磁オシ・グラフ用謄波櫓幅器のdiJJ（松軍噌日電電波、

肇　’

㏄6の二段叉は三段の電堅増幅の後に38または47B等

の電力管をつけたものが多い．第3圖は電池式塘幅器の

一例で（8）電磁オシPtグラフH練振動子に直結される・

東北大松準研究室の設計で日電電波工業製，東大大槻外

科で使用されたもの．6C6二段に38の電力増幅で結合コ

　　　　・米畷のイ鞍ライターの内蓉鍵べ峨献は嵐．灘…は全く不　、
　　　　朗である．從つてこのインクライターは全く濁自に設計された・

　　　　β．．　・．’『　へ　＿ノt。．
tt　、蘇∴モ＼　　　㍗』－t－et：／，ズ　　　・、　　　s：　．．　’‘、　t”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ貯∠

計は樂であり，日本における多敏の研究は專らこれらdy

電池式増幅器によつて行われたのである．磯波用増幅器

の研究は前記今堀研究室，松卒研究室の他に，東北大渡

邊研究室，東犬縢研，第一工學部阪本研究室，それに筆

者等の研究室等で行われている．・

＊＊341Station　Hospital　Capt．　Silvermenの好慧によ乱

　Gfasg　lnstr．◎p製．8－¢han臓e1　．のもの．

　　　　　　ご　、

ノ藍　．臨　　　へ　、、 割誌t／：涼
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　　　第5圖は筆者が最近

　　試作した交流電源のイ

　　ンクライタP用増幅器

　　で増幅率130d．b・で高

、　　轡難であるがきわめて

　　疫定で，ハムの混入も

　　絶無である．一見した

　　ところ放電管まで含め
　　N　　ると使用質室管は16
　　本に及びなかなか贅澤

　　な設計のようであるが

　　すべての部品に特別な

　　考慮と撰揮が行われて
　／
　　いるので製作費は案外

　　廉い．堆幅回路は差動

　　型（9）で一tee及び二段

　　目の震塞管の制御グ繋
　　＄x，　　．．　．，，t－．，一．一壁

蛙ii

　第4圖　交流電源式電磁オシログラフ用謄波櫓幅器
　　　　　（昭和22年試作東大大槻外科にて實用試瞼）

　第4圖は礪波増幅器交流化の要望にこたえて筆者の研

究室で試作したもので，東大大槻外科桑原助教授の依頼

により作られ，同所で實用試瞼を昭和22年9月に行つ

た．これは日本で實用された最初の純交流電源式で歴史

、的な意廉はあつたが現在の秀のに比すれば性能は劣るし

1安定度も悪い；6C6の三段に絡段38を用い，50c・P・s・を除

　くために各段のグリッド入力側にRC濾波器を挿入し，

とくに38の前には5段のFilterを入れた・結合コソ

デンサーは1譲で時定数1秒で長がめにとつてある・電

源はごつで一方をB電墜用，他方をバイアス用とし，

ザれも2eHのチ・一塑二段Filt・・の後碇電墜放

電管をつけ傭塵の攣動を防いだ交輝瀬式では50
£二P．s．のハムの混入がもちろん第一義的に問題になる瓜

それ以上に困るのが電源電墜の攣動で定電堅装置の使用

が望ましい．第4圖増幅審は電磁オシPグラフ用で増幅

率ば95d．b．　a波V：　50c．p．s．ハムがわずか混入して記録

された．礪波はとれるが，電源電墜の攣動に弱く，電墜

が嵩くなると不安定になるので多少改良を試みたが現在・

は使用していない．

　　　　　　　　　　　　　6AC「7

’　　　　　　　t Y

／

81

，㌶；ご

ッドの中性黙は養地されずにそれぞれ亥段の眞室管のカ

ソードに接績されているのが攣つたところで，こうする

ことによつて電源電歴の攣鋤やハムには不感にして，し　　　’

かも左右の入力の差に封しては少しも増幅度を落さずに

すむ．スクリrソ・グリッドのバイパスコソデソサーは

カソe・・ドに直接返した．　　・

　電源は思いきつて最初から各段別々につけることにし

Filter¢チョ・・，クには100H程度，コソデソサーに40yF

眞室管は傍熱管である．前二段の4個の虞室管のヒータ

’は整流して直流を流した．ヒータP電流の整流にはセ

レン整流器と眞室管整流と比較試験の結果，圖のよ5に

1眞室管整流を用いた．ヒータPを整流しないでも120d．b．

くらいまでは増幅可能であるが，肇流によつて140　d・b・

まで可能になつた・ヒーター整流回路のFilterはチョ　　、

’ク2CH，コソデソサー容量は入力側4rOyF，出力側，

200CμFである．

　第6圖はこの増幅器の全燈爲虞である・結合コソデY

サt…は41・Fふら0・恥Fまでの間かえて試験をした．最
　　　　　　　　　　f
終段電力管の負荷はイソクライ．ターの可動線輪で片側で

約60Ω程度．最初は各段の電源の出力側にそれぞれ定

電墜放電管をつけてみたが，その後實用試瞼の結果販り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　去つて絡段の電力管の電源のみにEilterコソデシサー

の保護のために入れるに止めた．A・C♂電源にも定電墜装

置は使用ぜず，スライダヅクで100Vに保つだけで使わ

れてV・．る；このように電源電歴の攣動に饗して抵抗力が

強いのは差動回路が有効に働いているためと思われる．

國立京京第一病院森安氏の依頼による後述のインクライ，

lt・・一用として作られたもので，同所で目下働いている．

　　　　　　　　　　　　　　　s
　6記　録　装　置

前述のように1わが國で從來用いられている記録装置は

w一

よコ灘6H6A

　　　5Z3 勲

6V6

1

　　　、、一櫛レー。・

鑛5圃　交流電源費インクライタ㌃提巌婆顯器（昭和24年嗣卒第一病稼のた吟試作為

x、　ム

観・，　”眠し㌔’・　　／・・　　、・・ジ，“，

9

・幽懲　　tts’．t

、

Y・

’



専蝿蹴シP・Ptラ・で振動子｝・はH型力Φ型岬
いられている．電磁オシログラフは10㏄c．p．s．以下の周波

鍛で周傭雛のRいのが楓であるカ｛，内部抵伽・4、

さいため｝こ塘幅回路とのインビーダソス整合が困難でと

9こ厨晦の様嘘低周波では不便である．また病院で臨

　　　　　　　第6圖6－Channel全髄爲眞

　床的に使用するには坂扱いが麟で特殊な訓練を必要と

　し1撮影してから現豫を終つて始めて記鋲がよめるので

瀦中とか手術申畷灘見たい目的には副わない．印

e紙や・・ルムが近ごろのように鞭であると搬のよ

　5に多量の測定を必要とする場合にcま非常に翻がかカ、

る・そでこれらの繍のないもつとHS波maきの記灘・

　が當然要求される．

　　輩に内部抵抗の問題を解決するには陰趣線オシログラ

　フと蓮績撮影機の組合せを用いるのが一番簡軍な方法で

第7蹴こ゜p的のため曄者等の蹴室で騨22年
　に試作したブラウン管撮影装置である．

　　陰極甜沖グラ・で癬軸は零にし，上下にだけス

＊’　Ptトを振らせて・これ畷灘とり，レンズを介して

こ喉を椥・一徽磯で移行する・…ム上に結ばせ

れば搬醗録される・第8蹴第燗の交mowus？s

の騒欄部のみ鞭用して撮つた・波で細力蝿撒
したように殿るのは電燈線の5…P．・．で・のため欄

印はいらない．

　フィルムには35mmの映書用をML・た．ブラウン管

に麓型の鞭用すれ鷹臨幅のみで足り，電力騙

回路やこれにveeeするイム匹め樫合の問題から切

離される便利があるが現壊や7イルムの高贋なことから

生ずる醐は雛オ沖グラフと饗らない．

　アメリカでは電磁的にペソを動かして普通の紙の上に

イ”壊かせるいわゆるイソクライター型オ、．Pグラ

フが罐してをり譜灘專らこれで撮られている，イ

ンクラィターでもイソピーダンス整合の問題は幾分残る

がずつと樂になり覗像の手間力轍・ば勧でなく譜

通の紙ですむからはるかに脛濟的である．

これ1玩勅鯛（EC・G・）の記録用に鑓し疎た
ものであつて．わが図でも横河製のE．C．G．記録用イン

　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究

　クラィターがある・これは大きな電磁石で作らオし棚い

　磁場の中に可動線輪が琿性的に吊さn，この先きにリソ

　クを介してベソがついているもので凍大稗酬で搬

用に用いている磁場がいわゆるExcite・型なので大き

　く腫くなり・またE・・it・・用に別の電源を必要とする

　不便がある．

　　第6蹴筆都試作し焼研式イ・クライ…一である

この額は六mee用であり・第珊の翻回路と飴せ
　て．國立東京第一病院よりの依託で製作されたもので，

すでに同病院で闘中のものである．醐・・．R畝

磁石鞭肌てマグネ・・部のZRReva約し，可動繍

はアルミ＝vム製の枠に嘱に愚・て内部鰍を大きく

した・可ew輪は入本の三waの絃で張り，張力瑠整

することによつて記礪聯・かえられる．通常の鯛

縮での龍鋤勲・・…P・s・附近で・～S・・、P，s．蝋

灘骸にしてある・セ・ト鐙が鋤可能であり，また

回路のenは容易に騒できる様｝・設計されてある．ただ

　し實用kは六回路以上はあまり必要がないよ5である・

インクは毛細甑象を利用して細管の先きから記鰍へ

流拙る蔵大onma・・m・・．で前晒幅器との船せで

1±　15・Vの入力でぺ・はほとんど一di’・1・ふれる．永久磁

石1こよ磁場囑さは，磁束離脚・G・ussである．

　そのas　N・K・S・を用L・て鯨離を・・，…Gau、、、L／上

とし河輪輪のmaを小さくして，　gsgm，J、型のイソク

ライターを計甕中である．

講こイ・・翻いる・と咄・欄勘・効，將來

携鱒け磯合にはとくにイ・壇の設計緬倒にな

るし・時にイ・ク舗充するのも厄介である（なお糊：

製のものは鰍なイ・クをenmしているが，本器では目

下通常の市販赤イソクを使用している．）

　そこでインクを使用することから生ずる諸々の厄介を．

さけるためにイ・クによらない鷲法として電氣ペソの，

實験をやつてみた．

WWIE°下幅を鍋針に鐵を用いて下のような轍
を＊＊＊紙に塗布し

て針に電流を流す

と宵色が表われて

丁度青インクのベ

ンで書いたよ5に

記録が出る．

　針と銅板の肇の

間にかける電堅は

6V乃至12Vで相

難llに」
の鮎に研究の必ge　第7圖
がある・乾燥tikue

陰極隷オツン”グラ7

による脚波記鋒髪置

，



第2餐…　第3號

　　第8圖　ブラウン管オシログラ7で撮つたa波

で使馬てざる電氣ベソに通信方面で使用されている電氣

破壌記録紙があり一＊4”F，この試を験も行つたが高電歴を

必要とす’るのが厄介なのと，特殊な紙を使うこと自盤が

イソクライター型オシログラフとしては逆行になるので

勿論探用はでぎない・

　日下のところイ
ンク式に鶴らざる　黄　　血　　塵i

を得ないので礪赤血馴
前述のよ5な形に馴ピアソモン；
　　　　　　　　　　　水
落着いた．
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　次の切換管式ナシログラフというのは名を聞いただけ

では判らないので一懸説明がいる．一口でいえば從來の

臓波記録装置固有の猷鮎を全部除いた新型記録法なので

特許申請中のもの．そのねらいは第一にインクライター

型でもはなはだ解決が不徹底であつたインピーダソス整

合の問題を根本的に解決して，増幅器は電歴増幅のみで

足りるよ5にし，記録装置としてはイソクを用いずにし

かも通常の紙そのままで記録ぶとれるように考案された

ところにある．

　5gr

　sgr
10gr

lOOc．c，

　口縮①は箪回路（一黙測定用）用の携幣用インクライ

タPで矢張り筆者のところで昭和24年8月に試作され

たもの．重量約6㎏でこのままで増幅器につなげぱ直

ちに記録がとれる，

　見出しカットは筆者自身の前頭部からとつた臓波をこ

の携樗用イソクラィタeでとつたものでこのときの増幅

器の増幅度は約110d．b．である．　a波がよく出ており，

まず脳にあまり異常はないらしい．

i今後の研究

　　〔携幣用記録装置と切換管式オシログラフ）

　渚本年度の研究目標としてとりあげ，既に着手してい

るのは小型携幣用記録装置と切換管式オシログラフの試

作である・前者は文字通りで殆ど説明の要はないが，小

型輕量のイソクライPt　一と同じく携帯用増幅器を作る．こ

とで原理的にはほとんど問題がない．研突費さえどこか

から出れば實現するもので賢學方面と蓮絡して犯罪者の

磯波の調査などの肚會醤學方面への進出である．この方

面では琴國あたりに比べてデータが大分不足でおくれて

いるように思われるので是非本年度には實現させたい．

　辱牧島数ξ受の震方によ石．

＊ttS 髫?ﾊ筒工業曾砒高橘技師の好慧による．

　　　第9園　切換管式オツシログラフ説明圓

　その原理は第9圖のように誘導された麟波を電匪増幅

にかけて増幅しこれを切換管の偏向板にかげる．切換管

というのはブラウン管のよ5なもので一端から電子流が

出てこれが縦に一列に並んでいる多歎のPt　一ゲット（ア

ノード）のどれかに當るよ5に製作したもので，電子ビ

ームの偏向には艀電氣的に行われる．こうすると謄波の

電塗鎚動に慮じて電子ビームは上下に振れ，アノードは

次々にビームにうたれることになる．ピームの當つたア

ノードからは二次電子が出て外部回路を作動させ，リレ

ーを通して記録紙の上にアノP・ドの敏だけ並べられた針

に衝撃をあたえる．これカ：紙を　punchして紙にピンホ

ールがあく．かくとくして次々に針が紙を5つてピンホ

ールの連績が謄波を示す，

　この方法では穴の籔績で謄波をとるので穴の間隔が充

分猿くないと小さな波の記録を見遜すおそれがあるのが

峡貼である．電子ビームは翻電的に偏向させるので賃察

管回路とのイソピーダソス整合は解決する．記録は針の

穴であるから永久的に使用でき紙質は問題にならない．

また複窟したいときは印豊紙を下にをけば針穴によつて

客易に複窩がでぎる．可動部分がないから自己振動はな

く，周波敷特性は唯針穴をあける時間で制限されるだけ

で，もしpunchを火花放電で行えばこの時聞もいくらで

も短縮できる等の利黙がある・この方法は眠波用のみな

一地上顯測量による
　　　　　　　　　ダム地鮎の測量

　　　　　　　　　丸安隆和・大島太市（土木）

　ダムを建設するのに好適な地匙として選ばれるのは

一般に雨岸の屹立した揚所が多い．eのような瞼しい

揚所を普通の測量方法で測量するには，非常な危険と

時日と勢力をかけなければならない．これに封して地

上爲眞を慮翔すれば非常に有利であろうことはだいた

いに想像できる．

　土木科では，建設省中部地方建設局の依marcより，

地理調査所と協力して，天龍川佐久間のダム豫定地貼

の地上篇眞測量を行つた，地上篇虞測量によつて，こ

のような廣範園をlt10（］Oの大縮尺の測量を行うcと

はわが國では始めての計叢であつて，測量のための準

備，作業行程，作業方法等についての基礎的な問題の

解明についても研究を行つた．

　地上篇眞測量によつて得られる繊尺1／1，000の圃面

の精度は，縦，横，高さ共．Ocmを出ないから，固

面上ではほとんど誤差として表われない程度のもので

ある．現衣stereoplariigraphを用いて圖化作業中で
ある．〔1949．　11．　16）

11
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被験着　　糸　　川
誘　導　　前蕗部　　　睡［y　tttr’t

　月　日　　25・年1月聯轡『

生産研廃『

増rh奪 703db
1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憂ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
　　　　らず廣くオシログラフとして利用の可能性がある．

　　　　　口繕②③は試作した24極の切換管で＊現在リレーが

　　　作動して紙に針穴をあけるとζうまでは實験が絡了しt

　　　成功した．cこれを蜜用化するのが今後の問題であるが，

　　　魔用化には少くとも極激を50以上にする必要があり，

、、　　按術的な困難はないが費用姻どれだけζの製作にかかる

　　　かが大ぎな問題になろう。ここでも再び研究費の問題に

　’　ぶつかるが，これも本年は何とか蜜用化したいと思う．

8結　　び

笑イヲコラエタ
ヵノタメ杁波浦 笑イ出ズ

一）ks
戸

筆者自身の騰波

　　　ムビア會肚の志賀技師，三菱電氣の市村技師，研究室の

　以上磯波の艶録について述べたが，國内外の研究で紹

介のもれたものが多敏あると思われ2それらの紹介を行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iえなかつたξとを研究者各位に詑びたいまだこの研究

を行う途上夫々大事な部門でお手傳をいただいた，桑原．

融，木下實，和田裕，藤森聰雄，村田穰弘の諸兄，コロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　＊二階堂靖矩氏の好慧で試作さ乖～二．

吉山助手に謝意を表し，また馨學方面から御指導頂いた

東大清水外科桑原助激授，國立第一病院森安信雄氏をは

じめ向病院坂口院長，大槻博士よおび生研瀬藤所長の御

・援助に厚く御禮申上げる次第である．（1950．1．8）

　　　　　　　　　　丈　　　献

　（1）Berger．　Arch．　f，　Psychiat．87。527，』1929．

　（2）菓原悟，贈波と臨床（昭23年12月）5買：
　（3）　本111弘一一燭「匪爵波　（昭　22　年　12月）　40　二薦ξ．

　（4）・Adr’㎜and　Yamiagwa．6‘The　Origin　of　t蛭e　Berger

　　Rythm，，　Journal　of　N6urolo？y・3．58，　（Sept　1935）P．323．

　（5）R．Cohn：Proc　of　the　Soc．　for　Exp．　Biology　and

　　Medidne　1944．9．240．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　（6）Garcean　and　Davis：’‘An　Ink・writing　Electrb　encep－　　　　　　l

　　halograph．II　Arch．　Nenro　and　Psychiatry．1935．34．1292。　　　　　　1

　（7）Rahm．‘凸ANew　Bio・Electric　Appltation”Electronics．

　　1939．Oct．　p．11．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

　（8）桑原悟，騰電氣圖．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（9）Oft　ner：‘‘Push　pull　Resistarce　Coupled　AmplifierS’，

　　Rev．　Sd　Justr．1937．8．2〔），．　、

　（10）墳幽元三郎，臓波の推計蟻飽取扱ひ方，科學14266（1944）．

■躍躍暫スラッグの盟基度
　　　　　　　　　　　　松下幸雄（冶金）

　・本誌昭和24年11月號の速報8で，キュポラ津に

つき塵基度を從來より定量的に扱つたが，さらに，酸

性並びに塵基性牢耀津についても全く同様の計算，實

験を行つて同一の圖上に表わしてみた．ただし前報で

は塵基度Σm・nεに係撒mを考え，Al203，　P－05等

’に封してm＝＝2としたが，本編ではそれをやめてΣ

n・εを計算した．即ちMmOnという酸化物が金厩イ

オン及び0－一からできる反鷹式は

　　　　mM（2n／m）＋十nO｛＃MmOn

で，このモル生成エネルギーをeと考えたからである

いま一つ注意すぺき貼は，キュポラ津はA1203が10
　　　　　　　　　　　　　N～15％でやや多いが，今回のスラッグはいずれも3％

前後で比較的少ない．

　このように少いときは，四面髄構造でA1の周園に

は4個の0が隣接し，A1の醜位敷＝4である．この

揚合にはA1は固く0を捕えていて07を他の酸
性成分sio，・，　P205に與えることはなv・．反2EStにキュ

求ラ津ならば，A1203は八面髄構造でAIの配位敷

・　・6となb，O一を放ち易くなる．この〇一授受の

難易を考慮に入れてSio2が4種のイオン型’　Sio44－，

Si203－7，SiOゴー，　Si205一の中いずれの相隣る2種型で存

在するかを計i算し，一方P20sは常にPO“3噛の形と假

定してΣn・εを計算した．その結果を圖にまとめで示

したが，各スラヅグがほぼ集圃を作つていてその特徴

をよく表わしているようである．さらに熔鑛燈津，電

弧纏津につ》・ても硯究績行の豫定．（1949．11．30）
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